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夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
1
・

今
年
は
、
松
戸
市
が
市
制
を
施
行
し
て
か
ら

五
十
年
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
松
戸
市
の

五
十
年
目
の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

春
に
行
わ
れ
た
「
公
園
都
市
ま
つ
ど
5
0」
春

の
祭
典
に
引
き
続
き
、
8
月
1
日
日
に
は
「
水

都
市
ま
つ
ど
5
0し
夏
の
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

市
内
の
重
要
な
水
空
間
に
な
っ
て
い
る
江
戸
川

の
河
川
敷
で
、
江
戸
川
手
作
り
イ
カ
ダ
下
り
レ

ー
ス
〔
圜
松
戸
青
年
会
議
所
主
催
〕
を
中
心
に
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
親
子
や
友
達
同

士
で
参
加
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

江
戸
川
を
渡
る
風
を
感
じ
な
が
ら
、
楽
し
い

一
日

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
8
月
8
日
日
に
延
期
し
ま

す
。

黯
5
0周
年
準
備
室

催 し 物 実 施 時 間 備考

手作りイカダ下りレース 午前10時~午後4時 申込者のみ

かあちゃん丸遊覧 午前10時~午後3時 有料

ジェット スキー体験乗船 午前10時~午後O 時句分
水着・着替えを用意してください

ジェットスキーは有料
カヌー 午前10時~午後2 時価分

こ ど も プ ー ル 午前10時~午後3 時

フ リ ー マ ー ケ ッ ト 午前10時~午後4 時 出店は申込者のみ

そのほか、空き缶つり、大声コンテスト、魚のつかみ取り、スタンプラU- とサイコロPK 、下水道

相談、消費生活相談などがあります。

フリーマーケットなとイペントが盛りだくさん

催 し 物 実 施 時 間

開 会 式 午前10時~10時30分

消 防 音 楽 隊 演 奏 午前10時30分~10時45分

松 戸 和 太 鼓 協 会 演 奏 午前10時45分~11時10分

松戸おはなしキャラバン 午前11時20分~正午

高校生ロックコンサート 午後O時20分~2時20分

閉 会 式 午後3 時~4 時

ス

テ

ー

ジ

会場となる江戸川

河川敷

8/1(日)江戸川河川敷で市制施行

50周年

記念事業

手作りイカダ下りレースを中心に

『水都市まつど50」夏の祭典を開催

今
年
の
手
作
り
イ
カ
ダ
下
り

レ
ー
ス
で
は
、
標
語
賞
、
市
長

賞
(
デ
ザ
イ
ン
賞
)
を
含
め
、

三
部
門
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

た
だ
、
チ
ー
ム
の
一
人
当
た

り
の
体
重
が
重
過
ぎ
る
の
が
問

題
で
す
。

手作りイカダレースで

優勝を狙う

常盤ヤングチーム

イカダの完成予想図

わ

た

し

の

夢

正 木 涼 子さん( 寒風台小学校2 年)

大きくなつたら絵かきさんになりたいです。

そして、わたしがつくったかみしばいを、

小さい子どもたちにみせてあげたいです。

わたしは、ずこうのじかんが大すきなので、

もつともつといい絵をかきたいです。
子供たちに、紙芝居を見せる涼子さん



文
化
団
体
情
報
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、
ピ
ノ
・
ボ
ッ
ク
ス

に
登
録
す
る
文
化
団
体
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る

と
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
や

加
入
方
法
な
ど
の
情
報
を
、
端

末
機
の
画
像
を
通
し
て
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
第
一
次
募
集
と
し
て

8
月
3
1日
㈹
を
期
限
に
募
集
し

ま
す
。

固
文
化
会
館
開
設
室 PINO・BOX から

情報を発信して

みませんが

ピ
ノ
・
ボ
ッ
ク
ス
つ
て

な
あ
に
?

ピ
ノ
・
ボ
ッ
ク
ス
は
、
地
域

に

関
わ
る

文
化

情
報

を
収

集

し

、
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
情
報
シ

ス
テ
ム
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、「
森
の
ホ

ー
ル
2
1」
に
置
か
れ
る
ホ
ス
ト

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
ー
と
市
内
の
文

化

施
設
(
森
の
ホ
ー
ル
2
1、
市

民
会
館
、
市
民
劇
場
な
ど
)

に

設
置
す
る
開
放
端
末
機
で
構
成

さ

れ

ま
す

。
分

か

り
や

す

い

画

面
で

ど
な

た
で

も

簡

単
に

操

作

す

る
こ

と

が
で

き

、
平

成
6

年

か

ら

皆
さ

ん

に

ご

利
用

い

た

だ

く

予

定
で

す

。

ピ
ノ
・
ボ
ッ
ク
ス
が
提
供
す

る

情

報
は

、

森
の

ホ

ー
ル
2
1
な

ど
三

施
設

の

「

催
し

物

情

報
」

「
予

約

状

況
(

空
室

情

報
)
」

「

文
化

施

設

案
内

」
、
「
文

化

団

体

案

内
」

で

す

。

催し物情報

森
の
ホ
ー
ル
2
1、
市
民
会
館
、
市
民
劇
場
で
行

わ
れ
る
催
し
物
情
報
(
催
し
物
の
内
容
・
開
催
日

時
・
会
場
・
入
場
料
・
問
い
合
わ
せ
先
)
を
提
供

し
ま
す
。

施設案内情報

市
内
の
文
化
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
、

社
会
教
育
施
設
な
ど
の
施
設
に
関
す
る
情
報
(
施

設
の
概
要
・
案
内
図
一
問
い
合
わ
せ
先
)
を
提
供

し
ま
す
。

予約状況情報

森
の
ホ
ー
ル
2
1、
市
民
会
館
、
市
民
劇
場
の
各

施
設
(
ホ
ー
ル
・
会
議
室
な
ど
)
の
予
約
(
空
室
)

状
況
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

文化団体情報

市
内
の
文
化
施
設
、
社
会
教
育
施
設
な
ど
を
利

用
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
の
情
報
(
団
体
の
概

要
・
活
動
状
況
・
連
絡
先
)
を
提
供
し
ま
す
。

平成5 年度 松戸市職員募集

募 集 案 内

一般行政事務職
( 上 級)

一般行政事務職
( 初 級)

技術職(上級)
土 木 ・ 建 築
電 気 ・ 機 械

技術職( 初級)
土 木 ・ 建 築
電 気 ・ 機 械

消 防 職

保母職

保 健 婦

看護婦( 行政)

食種
採用予
定人数

受 験 資 格

*@ の人

* ⑧の人
*O の人

*@ の人で専攻課程を修了した人、または当該課程を
修了する見込みの人

* ⑧の人・O の人で専攻課程を修了した人、または当
該課程を修了する 見込みの人

*@ ・e ・O の人で深夜交替制勤務のできる人

*@ ・⑧・○の人で保母の資格を有する人、または平

成6 年3 月31日までに保母の資格を取得する見込み
の人

* 昭和41年4 月2 日以降に生まれた人で、保健婦の資格を有
する人、または平成6 年5 月までに保健婦の資格を取得
する見込みの人で、市内の医療機関に勤めていない人

* 昭和41年4 月2 日以降に生まれた人で、看護婦の資
格を有する人、または平成6年5月までに看護婦の
資格を取得する見込みの人で、市内の医療機関に勤
めていない人

約
2
0人

各

若

千

名

受

験

資

格

@= 昭和41年4 月2 日がら昭和47年4 月1 日までに生まれた人で、

大学を卒業または平成5 年度卒業見込みの人

○= 昭和43年4 月2 日から昭和49年4 月1 日までに生まれた人で、

短期大学もしくは高等専門学校を卒業、または平成5 年度卒業

見込みの人

○= 昭和45年4 月2 日から昭和51年4 月1 日までに生まれた人で、

高等学校を卒業または平成5 年度卒業見込みの人

受
け
付
け
は
8
月
2
日
側
か
ら

平
成
5

年
度
の
松
戸
市
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
受
験
の

受
け
付
け
…
8
月
2

日
㈲
~
1
3日
窗
(

土
・
日

曜
を

除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

3
0分
の
間
に

、
市
役
所
本
館
二

階
大
会
議
室
で

試
験
日
時
…
9

月
1
9日
㈲
午

前
9

時
3
0分
か
ら

試
験
会
場
・
:市
立
第
一

中
学

校※
7

月
2
0日
関
か
ら
人

事
課
で

必
要

書
類
を
配
付
し
ま
す
。

固
人
事
課
人

事
係

笑顔のあなたを待ってます

今
年
1
0月
オ
ー
プ
ン
予
定
の

(
仮
称
)
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー

で

は
、
平
成
6

年
4
月
採
用
の

看
護
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
・
:看
護
婦
、
准

看
護
婦

資
格
…
四
十
歳
ま
で
の
有
資

格
者
お
よ
び
養
成
機
関
卒
業
見

込
み
の
人

提
出
書
類
:
履
歴
書
(
写
真

付
言

、
資
格
免
許
の
写
し
、
在

学
中
の
人
は
成
績
証
明

書
と
卒

業
見
込

証
明
書

選
考
・
:面
接
お
よ

び
健
康
診

断
に
よ
り
決
定

※
パ
ー
ト
希
望
の
人
も
可
。

市
内
の
医
療
機
関
勤
務
者
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

圃
1
0月
2
9日
窗
ま
で
に
、
提
出

書
類
を
直
接
ま
た
は

郵
送
で

〒

2
7
1
松
戸
市
高
塚
新
田

匸

一
三
-

一
三
福
祉
医
療
セ
ン
タ

ー
開
設

準
備
室
(
登
9
1
-
1
2
5
1
番
)

へ

福祉医療

センター

看護職員

募 集

警

察

官

募

集

申
込
受
付
期
間
8
月
2
0日
金

ま
で

第
一
次
試
験
9
月
5

日

㈲

募
集
人
員
男
子
(
A
・
B
)

百
二
十
人

、
婦
人
十
人
程
度

受
験
資
格
男
子
A
=

昭
和
4
1年

4
月
2
日
~
4
7
年
4
月
1

日
生

ま
れ
で
大
学
を
卒
業
ま
た
は
来

春
卒
業
見
込
み
の
人

、
ま
た
は

人
事
委
員
会
が
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
人
、男
子
B
=

昭

和
4
1年
4
月
2

日
～
5
1年
4

月

1
日
生
ま
れ
で
A
以
外
の
人
、

婦
人
=

昭
和
4
1年
4
月
2

日
～

5
1年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
女
子

身
体
基
準
身
長
=

男
子
百
六
十

㌢
・
女
子
百
五
十
五
㌢
以
上
、

体
重
男
子
四
十
七
㌔
・
女
子
四

十
五
㌔
以
上
、
そ
の
他
視
力
が

一
定
以
上
な
ど

閲
松
戸
警
察
署
警
務
課
登
6
9
-

0
1
1
0

内
線
2
1
1
番
、
松
戸
東

警
察
署
警
務
課
登
4
9
-
0
1
1

0
内
線
2
1
0
番

パ

ー

ト

保

健

婦

募

集

資
格

保
健
婦
の

免
許
を
持
っ

て
い
る
五
十
歳
く
ら
い
ま
で
の

人

仕
事
保
健
婦
業
務
全
般

固
健
康
管
理
課
保
健
計
画
係
昔

6
6
-
7
4
Q‥
)
R
)
番

刑

務

官

募

集

受
付
期
間
8
月
2
0日
窗
~
9

月
2
日
困

試
験
日
1
0月
1
0日

㈲

∴
1
1日
側

受
験
資
格
昭
和

3
9年
4
月
2
日
~
5
1
年
4
月
1

日

生
ま
れ
の

男
子
お
よ
び
女
子

圀
千
葉
刑
務
所
庶

務
課
登
0
4
3
-

2
3
1
-
-
1
9
1内

線
一
E
J番

学

童

保

育

所

の

指

導

員

募

集
勤

務
地
①
大
橋
あ
り
の
み

学

童
保
育
所
(

二
十
世
紀
が
丘

丸

山
町
八
六
)

②
ひ
ま
わ
り
第
二

学
童

保
育
所
(

高
木
第
二
小
学

校
内
)

仕
事
内
容
小
学
校
低

学
年
児
童
の

保
育

対
象
①
二

十
~
四
十
五
歳
の
女
性
②
健
康

で
子
供
の
生
活
指
導
に
熱
意
を

持
っ
て
当
た
れ
る
人

待
遇
月

給
十
二
万
三
千
円
以
上
(

社
会

保
険
完
備
)

醴
大
橋
あ
り
の
み

学
童
保
育
所

昔
9
1
-
2
6
1
7
番
、
ひ

ま
わ

り
学
童
保
育
所
登
8
5
-
5
6
7

0
番

2
1世
紀
の
森
と
広
場
は
、

ア

月
2
1日
團
~
8

月
2
0日

窗
の
間
、
午
前
9
時
~
午

後
6
時
3
0分
ま
で
利
用
で

き
ま
す
。

平
成
5
年
度
自
衛
官
等
募
集

募集種目 資 格 受 付 期 間

2等
陸海空士

18歳以上27歳未満 常 時

平成6 年3 月高校卒業見込
み

男子=9/5 臼から

女子=8/2 回~9/30困

曹候補士 年高
3 等
月学
卒校
業卒
見業
込ま
みた
は
平
成
6

27歳未満

8/2R~9/13(1月)
一般
曹候補学生

21歳未満航空学生

防衛大学校
学 生

推薦9/60 月)~10廁

一般10/1 廊~29廊

自衛隊生徒
中学校卒業または平成6 年3月

卒業見込みの17歳未満の男子
11/1(I月卜6 年1/4C 火)

愬]市役所総務部庶務課、自衛隊松戸募集案内所≫89 ―6540番

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
平
成
6

年
3
月
卒
業
見
込
み



平成5 年度

クリンクル推進員を委嘱

地
域
の
ご
み
問
題
の
リ
ー
ダ
ー
役
で
す

黄色のジャンパー姿でごみ集積所を巡回する

クリンクル推進員
市
で
は

昨
年
1
0月
、
ご
み
の

減
量
・
再

資
源
化
を
目
指
し
て
、

ク
リ
ン

ク
ル

推
進
員
モ

デ
ル

事

業
を
開
始
し
ま
し

た
。

ク
リ
ン
ク
ル

推
進
員
は
、
ご

み
の

分
別
収
集
や
資
源
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル

活
動
に
つ
い
て

市

民
に

指
導
す
る
ほ
か

、
ご
み
の

不
法
投
棄
を
市
に

通
知
す
る
な

ど
、
地
域
の

ご
み
問
題
に
つ
い

て
リ

ー
ダ
ー
役
と
し
て
活
躍
し

ま
す
。
今
回
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

た
ち
は
、
左
表
の

十
二
地
区

二

十
四
人
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

固
ご
み
を
減
ら

す
課

クリンクル推進員(敬称略)

町 会 氏 名

松 戸 山 下 上田 信子 久保田未江

常 盤 平 団 地 河合 宏 山口 和子

龍 房 台 須藤 宏明 小平 ハル

高 塚 住 宅 久富 秀子 臼杵冨美子

新 松 戸 西P 大島 治 阿部 尚

二十世紀が丘第一 斉藤 久江 倉元トミ子

常盤平5丁目 佐草 貞男 山野辺春江

大 金 平4 丁 目 小川みす江 赤埴光子

泉 ケ 丘 湯浅 信子 山口 光代

栄 町7 丁 目 藤井 きみ 大出タメ子

仲 井 町 清野 智子 飯島 信一

小 金 原9 丁 目 工藤 利子 小林 優子

常盤平

佐草 貞男さん

推
進
員
と
な
っ
て
地
域
の
ご
み
問

題
に
ふ
れ
、
私
自
身
も
ご
み
に
対
す

る
意
識
が
か
な
り
変
わ
り
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
問
題
に
関
心
を

持
ち
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
、

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

空
き
缶
回
収
機
利
用
者
の

当
選
者
が
決
定
/

運
動
公
園
武
道
館
前
に
空
き

缶
回
収
機
を
置
き
、
空
き
缶
の

散
乱
防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
利
用
一
回
ご
と
に

補
助
券
を
発
行
し
、
三
十
枚
で

抽
選
券
一
枚
と
引
き
換
え
て
い

ま
す
。
2
月
か
ら
5
月
に
発
行
し
た

抽
選
券
を
対
象
に
、
6
月
3
日

に
抽
選
会
を
開
き
、
五
十
本
の

当
選
番
号
が
決
ま
り
ま
し
た
。

当
選
番
号
は
空
き
缶
回
収
機

の
側
面
と
、
市

役
所
ご
み

を
減

ら
す
課
内
に
掲
示
し
て

あ
り
ま

す
。当
選
し
た
人
は
、
抽
選

券
の

裏
面
に

必
要

事
項
を
記
入
の
う

え
、
8

月
1
9日
困
午
後
4
時
ま

で

に
、
ご
み
を
減
ら
す
課
ま
た

は
ス

ポ
ー
ツ
課
に
お
持
ち
く
だ

さ
い

。

※
引
き
換
え
期
限
を
過
ぎ
た
当

選
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

固
ご
み
を

減
ら
す
課

寄
付
あ
り
が
と
う

平
成
4

年
1
0月
1

日
～
5

年

3
月
3
1日
受

け
付
け
分

多
く
の
貴
重
な
寄
付
を

あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
す

。

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
は

、
趣
旨

に

沿
っ
て

使
わ
せ
て
い
た
だ

き

ま
す
。

福
祉
関
係
へ
・
:
千
葉
県
理

容

環
境
衛
生
同
業
組
合
、
み

ど
り

ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
小

堺
政
義
、
江
戸
川
学
園
豊
四
季

専
門
学
校
、
東
京
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン

グ
エ

業
株
式
会
社
、
松
戸

商
工

会
議
所
自
由
業
部
会
、
松

戸
み

ど
り
幼
稚
園
P
T
A

、
中

原
明

枝
、
ひ

ま
わ
り
会
、
丸
山

冨
司

雄
、
松
戸
若
葉
リ
ー
ダ

ー

シ
ッ
プ
ク
ラ

ブ
、
久
保
田
士
郎
、

松
戸
市
畳
業
組
合
、
松
戸
た

ば

こ

商
業
協
同
組
合
婦
犬
部
、
染

谷
重
次
、
松
戸
名
人
会
、
松
戸

市
公

設
地
方
卸
売
市
場
北
部
市

場
市
場
ま
つ

り
実
行
委
員
会
、

す
み

れ
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル

、
松

戸

建
築
組
合
、
松
戸
建
築
組
合

第
一

支
部
、
有
限
会
社
立
谷
工

業
、

浄
安
寺
た
ち

ば
な
会
、
株

式
会
社
東
葛

ペ
ッ
ト

、
菰
田
信

美
、

株
式
会

社
ア
メ
ニ

テ
ィ
。

小
板

橋
和
治

、
山

崎
勝
利
、
日

本
食
堂

株
式
会

社
ジ
ェ
イ
ダ
イ

ナ
ー
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
株
式

会
社
松
戸
駅

、
松
戸

木
材
同
業

組
合
、
小
山
地
区
明

る
い

社
会

づ
く
り
の
会

、
佐

久
間

末
吉
、

石
川
大
倫
、
千
葉
県
中
小

企
業

家
同
友
会
松
戸
支

部
、
松
戸
東

ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
日

立
粉

末
冶
金
株
式
会
社
、
セ
イ
コ

ー

電
子
工

業
労
働
組
合
共

済
部
、

加
藤
孝
、
松
戸
東
口

商
店
会
、

株
式
会
社
大
竹
興
業
、

株
式
会

社
に
じ

ゅ
う
い
ち
、
吉
村
茂
子
、

松
戸

市

青

果

物

商
業

協

同

組

合
、
松
戸
市
社
交

ダ
ン
ス

協
会
、

ゆ
う
か
り
手
工
芸
文
化
の
会

、

稔
台
盆
栽
愛
好
会
、

根
本
千

代

子

、
六
実
手
話
勉
強
会
た
ん

ぽ

ぽ
、

株

式
会

社
浅

野
工

務

店

安

全

協
力

会

、
仁
王

会

、

中

央
若

杉
会
と
き

わ
平
支
部
、
お

も
ち
ゃ
の
エ
ー
ス
常
盤
平
店
、

松
戸

競
輪
労
働
組
合
一
同
、

二

ッ

ト

サ

ロ
ン

ゆ

あ

さ

生
徒

一

同
、
千

葉
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
松
戸

支
部
、
増
田
糟
子

、

平
林

看
護

婦
家
政
婦
紹
介
所
、

半
澤
三
重
子

、
け
や
き
庵
、
東

葛
石
油

株
式
会

社
、
北
九
州
建

設
株
式
会
社

、
松
戸
芸
術
舞
踊

協
会
、

株
式
会

社
海
老
澤
工
務

店
・
海
進
会

、
常
盤
平
飲
食
業

組
合
、
松
戸
市
医

師
会
常
盤
平

地

区

桜

ゴ
ル

フ

ク
ラ

ブ
同

好

会
、

樽
原

建
設
株
式
会
社
・
樽

原
建
設
功
友
会

、
銚
子
商
工

信

用
組
合
信
友
会

、
松
戸
地
区
同

盟
、
松
戸
東
ロ

ー
タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
秋
葉
澄
夫
税
理
士

事
務
所
、
.

味
華
、
株
式
会
社

山
野
辺
建
設

一
同
・
山
野
辺
建

設
協
力
会
一

同
、
松
戸
市
傷
痍
軍
人

会
、
六

実
つ
り
鐘
会
、
松
戸
東
高
等
学

校
生
徒
会
、
医
療
法
人

社
団
弥

生
会
、
老
人
保
健

施
設
栗

ヶ
沢

デ
イ

ホ
ー
ム
デ
イ
ケ
ア
木

曜
日

メ
ン

バ
ー
一
同
、
本
石

章
、
社

団

法
人
青
森
県
観
光

連
盟

、
N

T
T

松
戸
支
店
、
ス
マ
イ
ル
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
、
飯
島
三
郎
、
岡

田

ク
ラ
子
、
松
戸
市
立
松

ヶ
丘

小

学
校
P
T
A

、
藤
平
樞
燿
、

松
戸

市
家
庭
婦
人
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル

連
盟
、
馬

渕
健
一
、
愛

媛
県
青
果

農
業

協
同
組
合
連
合

会
・
千

葉
県
中
央
青
果
株
式
会

社
、
松
戸
市
福

島
県
人

会
、
松

戸

市

立
寒

風

台

小

学
校
P
T

A
、
馬
橋
地
区
子

ど
も
会
育
成

会
連
絡
協
議
会

、
掛
村
充
、
川

俣
茂
、
東
風
谷
元
司

、・

佛
教
大

学
通
信
教
育
部
、
山
口

槻
子

、

大
塚
綾
子
、
野
木
亀

蔵
、
宇
田

砧

子

、
秋

田

県
の

観
光

と

物

産
展
実
施
協
議
会
、
中
村

宏
、

き
よ

し

ヶ
丘
4

丁

目

す
み

れ

会
、
大
森
郁
夫
、
熊
川
健
二

、

松
戸
喫
茶
レ
ス

ト
ラ
ン
組
合

、

有
限
会

社
コ
マ
ノ

設
備
、
平
井

漿
一
郎
、
下

山
税
務
会
計
事
務

所
、
常
盤
平

ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル

(

ツ
ピ

ー
ワ
ン

、
株
式
会
社
千

葉
三
越

、
オ
イ
ス

カ
松
戸
支
局

教
育
関
係
へ
・
=
小
林

美
代
子

、

京

葉
ガ
ス

株
式
会
社
、
松
戸
カ

ッ

パ
友
の

会
、
山
崎
重
吉
、
国

際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス

ト
千
葉
ユ

ー

カ
リそ

の
他
へ

…
株
式
会
社
バ
ン

プ
レ
ス
ト

、
松
戸
北
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ

ブ
、
京
葉
銀
行
北
小
金

支
店
、

株
式
会

社
鈴
木
建
築
設

計
事
務
所
・
小
畑

建
設
株
式
会

社
・
株
式
会
社
芹

澤
商
店
・
株

式
会
社
タ
イ

デ
ン

・
大
同
コ

ン

ク
リ
ー
ト
エ
業

株
式
会
社
、
社

団
法
人
倫
理
研

究
所
松
戸
市
倫

理
法
人
会
、
伊
藤
五

郎
、
松
戸

中
央
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
、
松

戸
市
大
金
平
消
防
署

開
署
祝
賀

会
実
行
委
員
会
、
有

限
会

社
相

馬

小
金
原
サ
イ
ク
ル

、
横
田

彩

子

、
テ

ッ
ク
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ

ン
テ

ッ
ク
ラ
ン

ド
松
戸

店
、
松

戸
南
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
、
川

村
実
、
榎
本
義
美
、
小

島
富
子

、

株
式
会
社
ア

ー
ビ
ッ

ク
加
藤
、

松
戸
建
築
事
務
所
協
会

、
松
戸

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
夫
人
の
会
、

松
戸
ユ

ー
カ
リ
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク

ラ

ブ
、
北
野
朋
友
会
松
戸

神
経

内

科
、
合
資
会
社
望
月
木
工
所
、

東

京
電
力
株
式
会
社
松
戸

営
業

所
、
清
水
勝
之
、
株
式
会
社
三

菱

銀
行
松
戸

支
店
、
松
戸
交
通

安

全
母
の
会
、
松
戸
公
産
株
式
会
社
、

株
式
会

社
富
士
銀
行
松
戸
支

店

・
安
9
1火

災
海
上

保
険
株
式
会

社
松
戸
支

店
・
安
田

生
命
保
険

相
互
会
社

柏
支
店
・
安
田
信
託

銀
行
株
式
会

社
柏
支
店
、
松
戸

市
安
全
都
市

協
議
会
交
通
安
全

部
会
(

敬
称
略

順
不
同
)

あ
な
た
の
健
康

イ
ヌ
・
ネ
コ
の
カ
ビ
か
ら

感
染
す
る
皮
膚
病

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
ヘ
感
染
す
る

カ
ビ
に
よ
る
皮
膚
病
は
、
水
む

し
(
足

部
白
癬
)
、
た
む
し
(

体

部
白
癬
)
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

と
こ

ろ
が
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に

よ
っ
て

ペ
ル
シ
ャ
ネ
コ
や
シ
ャ

ム
ネ
コ

が
輸
入
さ
れ
る
と
と
も

に
、
本
来
こ
れ
ら
の
ネ
コ
の
皮

蝣
訶
の
原
因
で
あ
っ
た
小
胞
子

菌
と
い

う
カ

ビ
が
、
飼
い
ネ
コ

だ
け
で

な
く
野
良
ネ
コ
や
イ
ヌ

か
ら
も
検
出
さ
れ
、
こ
の
カ
ビ

に
よ
る
皮
膚
病
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す

。

こ
の
皮
膚
病
は
、
動
物
だ
け

で
な
く
ヒ
ト
に
も
感
染
し
や
す

く
、
イ
ヌ
・
ネ
コ
と
接
触
す
る

機
会
の
多
い
女
子
や
子
供
を
中

心
と
し
た
家
族
内
発
生
や

さ
ら

に
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
ヘ
感
染
し
て

小
学
校
・
幼
稚
園
で
の
集
団
発

生
を
み
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

症

状

の

特

徴

と

日

常

の

注

意
小
胞
子
菌
に
よ
る
皮
膚
病
は

動
物
と
接
触
し
や
す
い

顔
や
頸

四
肢
な
ど
の
露
出
部
に
よ
く
み

ら
れ
ま
す
。
ヒ
ト
の
た
む
し
に

よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
炎
症
症

状
が
強
く
病
巣
の
周
囲
に

赤
み

を
帯
び
た
小
さ
い
水
泡
が
環
状

に
並
び
、
そ
の
大
き
さ
も
貨
幣

大
く
ら
い
ま
で
に
な
っ
て
、
と

び
ひ
と
よ
く
間
違
え
ら
れ
ま
す

し
か
し
診
断
は
病
巣
か
ら
採

取
し
た
材
料
か
ら
カ

ビ
を
証
明

す
る
こ
と
に
よ
っ
て

確
定
し
、

抗
白
癬
剤
の
内
服
や
外
用
に
よ

っ
て

治
療
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。ま
た
飼
い
イ
ヌ
や
ネ
コ

が
感

染
源
で
あ
る
こ

と
が
多
い
の
で

こ

れ
ら
の
動
物
を
き
ち
ん
と
治

療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
動
物
の

病
巣
は
脱
毛

斑
で
あ
る
た
め
、
毛
を
よ
く
分

け
て

調
べ
見
落
と
さ
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

つ

ぎ
に
再
感
染
を
防
ぐ
た
め

カ
ビ
の
付
着
し
て
い
る
家
庭
内

の

動
物
の
毛
や
ほ
こ
り
を
で

き

る
だ
け
よ
く
掃
除
し
ま
す
。

ま
た
周
り
に
い
る
野
良
ネ
コ

や
イ
ヌ
を
む
や
み
に
か
わ
い

が

ら
な
い
よ
う
子
供
た
ち
を
指
導

し
ま
す
。

露
出
部
の

病
巣
は
、
小

学
校

や
幼
稚
園
で
友
人
へ
の
感
染
の

原
因
と
な
り
ま
す
の
で

、
で
き

る
だ
け
早
く
専
門
医
の

適
切
な

処
置
を
受
け
て
く
だ
さ
い

。

し
か
し

濃
厚
な
接
触
が
な
い

限
り
、
簡
単
に
は
感
染
し
ま
せ

ん
の
で

、
あ
ま
り
神
経
質
に
な

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

。

(
松
戸
市
医
師
会
)



楽しさいっぱい

広がるおはなしの世界

お子さ んが読書に興味を

持つことを目的に、バラ エ

ティに富んだ「おはなし会」

の輪が、図書館を中心に広

がっています。

人
形
劇
が
大
人
気

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

読
書
へ
の
道
案
内

役
と
し
て
、

昭
和
5
6年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、

子
供
た
ち
に
大
人
気
の

釖
松
戸

市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
す
。

キ
ャ
ラ

バ
ン
で
は
、
市
内
各

地
の
市
民
セ
ン
タ
ー
や
保
育
所

・
幼
稚
園

、
小
学
校
な
ど
を
中

心
に
、
年
間
百
五
十
回
ほ
ど
、

次
の
よ
う
な
公
演
を
行

っ
て
い

ま
す
。
キ
ャ
ラ

バ
ン
公
演
・
:人
形
劇

や
映
画
な
ど
で
、
親
子
で
楽
し

め
ま
す
。

お
は
な
し
会
=・
絵
本
の
見
せ

語
り
や
小
型
人
形
劇
で
、
ふ

れ

あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
づ
い
た
活
動

松
戸
親
子
読
書
会
・

子
ど
も
文
庫
連
絡
会

子
供
の
本
を
通
し
て

、
子
供

の
文
化
を
育
も
う
と
い
う
目
的

で

、
昭
和
5
8年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
(
大
石
洋
子
代
表
)
。

市
内
の

各
地
域
で

、
本
の
紹

介
や
お
は
な
し
会
な
ど
、
地
域

に
根
づ
い
た
活
動
を
行
っ
て

い

ま
す
。

エ
プ
ロ
ン
お
じ
さ
ん
の

お
は
な
し
会

本
館
の
「
こ
ど
も
の
と
し
ょ

か
ん
」
で

、
毎
日

午
後
3
時
3
0

分
か
ら
行

っ
て
い

る
「
エ
プ
ロ

ン
お
じ

さ
ん
の
お
は
な
し
会
」

が
好
評
で
す
。

活
字
を
た
ど
る
こ
と
が
ま
だ

苦
手
な
子
供
た
ち
に

、
お
は
な

し
の
世
界
(

昔
話
の
語
り
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ

、
紙
芝
居
な

ど
)
を
楽
し
く
見
せ
語
り
ま
す
。

親
子
で

ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

図
書
館
が
毎
年
、
秋
の
読
書

週
間
に
発
行
し
て
い
る
推
薦
リ

ス
ト
「
こ

ど
も

の
ほ
ん

だ
な
」

の
中
か
ら
、
特
に
お
薦
め
の
本

を
選
ん
で
み
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
本
は
、
全
館
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。

低
学
年
に
…

歯
い
し
や
の
チ
ュ

ー
先
生
(
ス

タ
イ
グ
作
・
評
論
社
)
・
・
字
を

覚
え
た
ば
か
り
の
一
・
二
年
生

向
きは
じ
め
て
の
キ
ャ
ン
プ
(

林

明
子

作
・
福
音
館
書
店
)
=
・
絵

本
で

は
、
も
の
足
り
な
く
な
っ

て
き
た
一
・
二
年
生
向
き
の
絵

物
語み
ど
り
い
ろ
の
た
ね
(

た
か

ど
の
ほ
う
こ
作
・
福
音
館
書
店
)

・
一
・
二
年
生
向
き
の
絵
物
語

ワ
ニ
の
ラ
イ
ル

が
や
っ
て
き

た
(

ウ
ェ
ー
バ
ー
作
全
五
巻
・

大

日

本

図

書
)
=
・
本

を
読

む

の

が

苦

手

な
三

・
四

年

生
に

も

ぴ

っ
た

り
お
い

し
い

料
理

の

ほ

ん
(

大

原

照

子

指

導

・
福

音

館
書

店
)

・
=
お
米
の

と

き
方

か
ら

、
ち

く

わ

の

い

た
め

煮
ま
で

、
や

さ
し

い

子

供

向
け

赤

い

目
の

ド
ラ

ゴ
ン
(

リ

ン

ド

グ
レ

ー
ン

作
・

岩

波
書

店
)

…
不

思

議

な

郷
愁

を

覚
え

る
美

し

い

絵

本

ふ

し

ぎ

な
5
0
0の

ぽ
う
し
(

ス

ー
ス

作

・

偕

成

社
)
・
・・
ゆ
か

い

な
大

判

の

絵

物
語

。

自

分
で

読

む

な

ら

三

・
四

年
生

に

マ

マ
の

た

ん
じ

よ

う
び
(

伴

弘

子

作

・
草

土

文

化
)

・
:
も

う

す

ぐ

マ

マ
の

誕
生

日

。
お

金

で

買

え

る

物
じ

ゃ

な

く
て

、

マ

マ

が
喜

ぶ

も
の

っ
て

何

だ
ろ

う

ち

び

ド
ラ

ゴ
ン

の

お

く
り

も

の
(

コ
ル

シ

ュ
ノ

フ

作

・
国

土

社
)

・・
・
友

だ
ち

と

一

緒
に

泣

い

た

り

笑

っ
た

り

す

る

っ
て

、

す

ば
ら
し
い

ち
か
ら
ご
ん
べ
え
(
小

暮
正

夫
作
・
あ
す
な
ろ
書
房
)

…
み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
描
い
た
秀
作

中
・
高
学
年
に
…

魔
法
の
ゆ
び
(

タ
ー
ル

作
・

評
論
社
)
E

奇
想
天
外
な
ス
ト

ー
リ
ー
で

一
気
に
読
め
る

。

び
り
つ
か
す
の
神
さ
ま
(
岡

田
淳
作
・
僧
成
社
)

…
身
近
な

学
校
生
活
の
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー

お
や
す
み
ト
プ
ス
ぼ
く
の
恐

竜
(
海
田
徳
子

作
・
文
研
出
版
)

=・
四
年
生
以
上
の
恐
竜
好
き
の

子
にさ
ん
ま
マ

ー
チ
(
上

条
さ
な

え
作
・
国
土

社
)
・
:二
十
五
年

前
の
日

本
の

生
活
を
通
し
て
本

当
の
豊
か
さ
を
問
う
。
五

・
六

年
生
向
き

ぼ
く
の
お
姉
さ
ん
(
丘
修
三

作
・
僧
成
社
)
=
・
障
害
を
持
つ

子
供
が
主
人
公
の
短
編
五

編
。

親
子
で

読
ん
で
ほ
し
い

冒
険
図
鑑
(
さ
と
う
ち
藍

作
・

福
音
館
書
店
)
=
・
今
、
大
人
気

の
ア
ウ
ト
ド
ア
。
家
族
み

ん
な

で
楽
し
め

る
野
外
生
活
必
携
の

本

選
り
す
ぐ
り

こ
ど
も
の
ほ
ん

市立病院の小児病棟でも文庫連絡会が「おはなし会」を開いています

ある日曜日…

夏休み中の

おはなしキャラバン

みんな来てね./

あ
お
ぞ
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン

8
月
2
6日
團
午
前
1
0時
3
0分

~
1
1
1
1

時
3
0分

前

天

時
は
中
止
)

会
揚
常
盤
平
や
ま
ぶ
き
公
園

内
容
人
形
劇

「
マ
ウ
イ
太
陽
を

つ
か
ま
え

る
」
、
紙
芝
居
ほ
か

費
用
無
料

い
ち
に

ち

お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

夏
休
み
の
一
日
、
紙
芝
居
や

人
形
劇
、
人
形
作
り
な
ど
で
楽

し
み

ま
せ
ん
か
。

会
場
左
表

費
用
無
料

期 日 会 場 時 間

7/22困 六実市民センター

午前11時

S
午後3 時

29困 野菊野団地集会所

3膀 常盤平市民センター

8/19ぐ村 高 塚団地 集会 所

2腟 小金原市民センター

8

月

は

特

殊

建

築

物

の

定

期

検

査

の

報

告

月

で

す

不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
特
殊
建
築
物
に
つ
い
て
は
、

建
物
や
設
備
か
適
切
に
維
持
保

全

さ
れ
て
い

る
か
な
ど
を
専
門

家
に
定
期
的
に
点
検
し
て
も
ら

い
、
そ
の

結
果
を
市
長
に
報
告

す
る
よ
う
建
築
基
準
法
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

報
告
期
間
・
=
8
月

―
日
旧
~

3
1日
㈹
報
告
対
象
の
特
殊
建
築
物
…

①
共
同
住
宅
・
寄
宿
舎
(
屋
外

階
段
設
置
は
除
く
)
=

四
階
以

上
の
階
で
百
平
方
㍍
を
超
え
る

も
の
、
三
階
部
分
が
三
百
平

方

㍍
を
超
え
る
も
の
②
学
校
・
体

育
館
=
木
造
二

階
以
上
の

階
で

二
百
平
方
㍍
を
超
え
る
も
の
、

四
階
以
上
の
階
で
百
平
方
㍍
を

超
え
る
も
の
、
三
階
以
下
の

階

で
二
千
平
方
㍍
を
超
え
る
も
の

③
ス
ポ
ー
ツ
の
練
習
場
等
=
三

階
以
上
の
階
で
百
平
方
㍍
を
超

え
る
も
の
、
二
階
以
下
の

階
で

二
千
平
方
㍍
を
超
え
る
も
の

報
告
す
る
事
項
・
=建
築
物
の

敷
地
、
構
造
お
よ
び
建
築
設
備

の
安
全
、
衛
生
・
防
火
お
よ

び

避
難
に

関
す
る
事
項

覬
建
築
指
導
課
指
導
係

花

火

は

楽

し

く

安

全

に

花
火
は
子
ど
も
た
ち
の
夏
の

身
近
な
楽
し
み
で

す
。
し
か
し

、

誤
っ
た
遊
び
方
や
不
注
意
か
ら

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。

ル

ー
ル
を
守
り
、
安
全
に

遊

び
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、

燃
え
や
す
い

物
の
近
く
で
は

遊
ば
せ
な
い

○
水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
燃
え

か
す
は
必
ず
水
バ
ケ
ツ
に
捨

て
る

○
風
の
強
い
時
は
、
花
火
遊
び

は
し
な
い

○
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
の

ぞ
い
た
り
顔
や
手
を
出
さ
な

い
よ
う
に
す
る

○
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

蠢
消
防
局
救
急
防
災
課
四
6
3
-

1
1
1
1
内
線
2
1
6
番

ゆ
る
め
ま
せ
ん

心
の
ブ
レ
ー
キ
帰
宅
ま
で

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
、

7
月
2
1日
困
か
ら
8

月
2
0日
廁一

ま
で

の
1
ヵ
月
間
実
施
さ
れ
ま

す
。運

動
の
重
点
目
標
は

①
若
者
の
ス
ピ
ー
ド
出
し
過
ぎ
、

飲
酒

等
無
謀
運
転
の

防
止

②
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

③
子

供
と
高
齢
者
の

道
路
横
断

中
の
交
通
事
故
防
止

④
違
法
駐
車
の
追
放

夏
は
暑
さ
や
疲
労
、
ま
た
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で

交
通
事
故
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
「
ゆ

る
め
ま
せ
ん

心
の
ブ
レ
ー
キ

帰
宅
ま
で
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

蠢
安
全
課
・
松
戸
警
察
署
・
松

戸
東
警
察
署

交通事故発生状況 平成5 年5月末現在

発生件数 死亡者数 負傷者数

松戸市内 Z63件 4人 888人

干葉県内 10,937件
詢 人

全国ワースト1)
14,044人

木
陰
で
の
読
書
も
い
い
で
す
ね

図書館への招待
さ

あ

！

夏

休

み

夢
の
扉
を
開
こ
う

いよいよ夏休み。子供たちにと

って待ちに待った楽しい季節がや

ってきました。

この夏、海や山に出かけたり 、

スポーツをしたり と、いろいろな

計画があることでしょう。

そこで提案です。夏休みを利用

して、お子さんと図書館をのぞい

てみませんか。

図書館では、大人が読んでもお

もしろい子供向けの本を、たくさ

ん用意して、皆さんをお待ちして

います。

1 冊 の本で思わぬ親子のコミュ

ニケーション が生まれるかも…。

良い本に巡り 合う「感動の旅」も

すばらしいものです。

默図書館本館H65-5115 番

読
み
た
い
本

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
探
し
ま
す

現
在
、
市
立
図
書
館
が
所
有

し
て
い
る
本
の
数
は
約
五
十
四

万
冊
。
そ
の

う
ち
三
五
%
は
児

童
書
で
す
。

図
書
館
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
ま

す
。

お
近
く
の
図
書
館
・
移
動
図

書
館
車
「
み
ど
り
号
」
を
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
図
書
館
で
は
本
を
貸

し
出
す
だ
け
で

な
く

、
市
民
講

座
や
お
は
な
し
会
な
ど
も
開
催

し
て
い
ま
す
。

本
の
借
り
方
・
:利
用
カ
ー
ド

(
各
館
で

随
時
発
行
二

枚
で

、

市
内
ど
こ
の
図
書
館
で

も
借
り

ら
れ
ま
す
。

'※
返
却
ほ
ど
こ
の
館
で

も
受
け

付
け
ま
す
。
閉
館
後
は
返
却

ポ
ス
ト
(
全
館
に
設
置
)
に
と

う

ぞ

予
約
の
申
し
込
み
・
:一
人
二

冊
ま
で

。
お
探
し
の
本
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
市
の
蔵
書
の

中
か
ら
検
索
。
無
い
場
合
は
新

規
購
入
し
た
り
、
他
市
や
県
・

国
の
図
書
館
を
利
用
し
、
用
意

し
ま
す
。

C
D
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の

貸
し
出
し
…
現
在
は
、
本
館
だ

け
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来

は
分
館
で
の
貸
し
出
し
も
計
画

中
で
す
。

C
D
・
テ
ー
プ
は
一
人
三
点

ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

市立図書館( 全19館)

館 名 電 話

本 館 065-5115
常 盤 平 分 館 087-2528
稔 台 分 館 S67-7196
小 金 原 分 館 S44-8269
矢 切 分 館 068-1243
馬 橋 分 館 が1-4100
古ヶ崎分館 昔6アー4500、
五 香 分 館 O86-8250
小 金 分 館 昔∠13-8658
明 分 館 2*68-6705
六 実 分 館 O85-0117
東 部 分 館 公91-0595
新 松 戸 分 館 O43-6006
馬 橋 東 分 館 046-2054
小 金 北 分 館 O43-3302
松 飛 台 分 館 昔86-6401
二十世紀が丘分館 S92- ア022
八 柱 分 館 087-2613
八ヶ崎分館 048-6636

図
書
館
は
、
週
に
一
度
く
ら
い
の
割
で
利
用
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
、
子
供
の
サ
ー

ブ
ル
で
使
う
絵
本

を
探
し
に
来
ま
し
た
。

い
つ
も
は
馬
橋
か
古
ヶ
崎
の
分
館
を
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
今
日
は
こ
ち
ら
の
方
に
凧
事
が
あ
つ
だ
の

で
、
本
館
に
来
ま
し
た
。

市
内
ど
こ
で
も
借
り
ら
れ
、
ど
こ
で
も
返
せ
る
の

が
い
い
で
す
ね
。

栄 町

渡辺 豊子S ん

真 吾くん(4歳)

移動図書館「みどり号」駐車場と時間表

火

10:50~忤30 13:10~13:40 14:00~隹40 15:20~15:50

三ヶ月
嶋谷台児童公園

大谷口
公務員住宅

新松戸
アオギリ公園

栄町西三丁目

子供の遊び場

水

10:50~忤20 13:10~13:50 14:10~14:50 15:20~15:50

和名ヶ谷

中台子供の遊び場

常盤平
やまぶき公園

牧の原

牧の原団地
河原塚
本 勝 寺

木

10:50~11:30 13:10~13:∠1014:00~14:30 15:10~15:50

北松戸

仲 台 公 園
千駄堀
水戸工業清和寮

上本郷

三井生命寮横

南花島
中 町 公 園

金 運休日( 車両整備および書架整理)

土

10:50~11:30 13:10~13:50 14:10~14:40 15:20~16:00

高塚新田

梨香台団地

高塚新田

高 塚 団 地

高塚新田
セイコー高塚寮

野菊野

野菊野団 地

日

10:50~作30 13:10~13:40 14:O(〕~14:3015:10~15:50

下矢切
立身台 公園

大橋
本 源 寺

秋山
日新製鋼社宅

松戸三丁目

松戸三丁目公園

国

民

年

金

保

険

料

免

除

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

国

民

年
金

の

加

入

者

が
、

事

故

や

病

気

な
ど

で
所
得
か

な
ぐ
、

保

険

料

を
納

め

ら

れ

な

く
な

っ

た

と

き

の
た

め

、

保

険

料
免

除

の

制

度

が

あ
り

ま

す

。

自

営

業

な
ど

の

第

一

号
被

保

険

者
(
任

意

加
入

を

除

く
)
で

、

以

下

の

条

件
に

該

当

す

る
人

が

申

請

し

て

承

認

さ

れ

る
と

、

一

年
以

内

に

限

っ
て

納

付

が

免

除

さ

れ
ま

す

。

該

当

す

る
人

①
所

得

が
な

い

、

ま

た

は

減

っ
た

な

ど
で

経
済

的

に

困

っ
て

い

る
人

②

そ
の

他
特

別

な

理

由

が
あ

る

人

※
平

成
5

年

度
の

所

得

申

告

が

済

ん
で

い

な
い

人

は

、
市

民

税

課

へ
至

急
申

告

し

、
そ

の

「
写

し

」
を
添

付

し
て

く

だ

さ

い

。
1

月
2

日

以

降

松
戸

市

に

転

入
し

た

人

は

、
前

住

所

地
で

の

申

告
書

の

写
し

を
添

付
し

て

く

だ

さ
い

。

黷

国

民

年

金

課

保
険

料

係

市

立

病

院

形

成

外

科

外

来

が

休

診

し

ま

す

7
月
2
9
日

團

、
8

月
1
9一
日

困

・
2
6
日

困

、
9

月
1
6
日

團

・
3
0

日
團
の
形
成
外
科
外
来
診
療
は

医

師
の

都

合
に

よ

り

休

診
し

ま

す

。

蠢
市

立
病

院
形

成
外

科

外

来

四

6
3
-
9？
上
7
1

内

線
1
1
4
[
D

番八

柱

霊

園

使

用

者

を

公

募

し

ま

す

申

込
期

間
8

月
2

日

㈲
~
1
8

日

困

申

込

用

紙
の

配

付
8

月

2
日

囲

か

ら

市

役
所

市

民

課

、

霊

園

管
理

事

務

所

な
ど

で

※
詳

細
は
8

月
5

日

号

に

掲

載

し

ま
す

。

黷

東

京
都

建

設

局
公

園

緑

地

部

霊

園

課
{
1
0
3
-
5
3
2
0
-
5

3
9
1

番

7
月
2
5日

㈲
市
税
の

納
付

を
受
け
付

け
ま
す

7
月
2
5日
㈲
午
前
9
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
、
市
役
所
収
納

課
と
各
支
所
で
、
市
税
の
納
付

を
受
け
付
け
ま
す
。

蠢
収
納
課

原

爆

投

下

日

に

は

慰

霊

と

平

和

の

祈

念

を

昭
和
2
0
年
8

月
6

日

午

前
8

時
1
5
分

広

島

に

、
8

月
9

日

午

前
1
1
1
1

一
時
2

分

長

崎
に

原

子

爆

弾

が

投
下

さ
れ

て

か
ら

、
満

四

十

八

年
を

迎

え

ま

す
。

死

没

者
の

め
い

福
と

世

界
の

平

和

を
祈

り

、

各

職
場

や

家

庭

で

、

一
分

間

の

黙
と

う

を

し

ま

し

ょ
う

。

響

総
務

部
庶

務

課

庶
務

係

深

夜

バ

ス

が

運

行

中
(

新

京

成

バ

ス

松

戸

循

環

線

三

矢

小

台

系

統
)

運

行
日

土

曜

・
日

曜
・

祝

日

を

除
く

毎

日

区

間

松
戸

駅

東

員
①
番
乗
り
場
）
～
野
菊
野
団

地

上

二
矢
小

台

運

行
時

刻

松

戸
駅

東

口

発
2
3
時
2
0
分
・
4
0分

、

2
4
時
運
賃
普
通
運
賃
の
二
倍

頸

新

京

成
バ
ス
松
戸
営
業

所
(
四

8
7
1
0
3
8
8

番
)

・

市
役

所

交

通

計
画

課

8
月
1
4日
出
の
ご
み
・

し
尿
の
収
集
は
休
み
で
す



情報

チャ

ンネ

ル

市

制

五

十

周

年

記

念

松

戸

ち

び
っ
こ

歴

史

探

検

隊

①

松
戸

市

立

博

物
館

・

伊
勢

丹

松
戸

店

ウ

ォ

ー
ク

ラ

リ

ー

8
月
1
2
日

困
~
1
5
日

㈲
、

午

前
1
0
時
~

午

後
2

時

の

間
に

順

次

ス

タ

ー
ト
(

全

行

程

約
二

時

間
)

対

象
五

歳

程

度
~

小

学

校

四

年

生

の
子

供
と

親

定
員

各

日

先

着

五
十

組

費

用
無

料

圃
8

月
1

日

㈲

ま
で

に

、
伊

勢

丹

松

戸

店
八

階
子

供

服

売
場

に

備

え

付

け
の

用

紙
で

閲

伊

勢

丹

松
戸

店

・

中
込

容
6
6

-
5
3
3
3

番

②

講

演

会

「
な

ぜ
な

に
縄

文

時

代

の

く

ら

し
」

8

月
1
3
日

窗
午

前
1
1一
時
、

午

後
2

時

か
ら

の

二

回

各
三

十

分

間

対

象
小

学

一
~

四

年

生

会

場

市

立
博

物
館

竪

穴

式
住

居

内

定

員
各

回

先

着
四

十
人

圃

当

日

博

物
館

入

口
で

固

市

立

博

物
館

容
8
4
-
8
1
8

1

番

市
制
五
十
周
年
記
念

新

松

戸

ま

つ

り

7
月
2
4日
出
・
2
5㈲
、
午
前

1
0
時
~
午
後
9
時
会
場
新
松

戸
け
や
き
通
り
の
「
ゆ
り
の
き

通
り
」
交
差
点
か
ら
「
夾
竹
桃

通
り
」
交
差
点
ま
で
の
間
(

歩

行
者
天
国
)

内
容
①
小

中
学

生
音
楽

隊
の
演
奏
②
盆
お
ど
り

競
技
会

③
町
会
対
抗
綱
引
き
大

会
④
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド
の
演
奏
な

ど※
②
~

④
の
出
場
者
を
募
集

茴
新
松
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
・
宮
井
容
4
7
-
5
3
5

3
番

市
制
五
十
周
年
記
念

「
松
戸
市

民
号
」
お
座

敷
列

車
で
行
こ
う
紅
葉
の
奥

只
見

1
0月
1
7旧
郎
~
1
8日
郎

宿

泊
地
湯
田
上
温
泉
(新
潟
県
)

定
員
先
着
百
八
十
人

費
用
四

万
六
千
円

圉
直
接
J
R
松
戸
駅
み
ど
り
の

窓
口
へ

固
松
戸
駅
容
6
2
-
3
1
0
0番

平

和

パ

ネ

ル

展

・

平

和

図

画

展①
7
月
2
7日

㈹
～
8

月
8
日

収
(
2
日
側
は
休
館
)
、
午
前
1
0

時
~
午
後
6

時
②
8
月
9
日
囲

~
1
6日
㈲
、
午
前
8

時
3
0分
~

午
後
5
時

会
場
①
文
化
ホ

ー

ル

ギ
ャ
ラ
リ

ー
②
市
役
所
一
階

本
館
新
館
連
絡
通
路

内
容
ヒ

ロ
シ
マ

ー
ナ

ガ
サ
キ
原
爆
ポ
ス

タ
ー
と
ユ
ニ

セ
フ
の
ア
フ
リ
カ

難
民
パ
ネ
ル
(

①
で
は
市
内
小

学
生
が
描
い

た
平
和
図
画
も
展

示
)

黯
総
務
部
庶
務
課
庶
務
係

催

し

物

も
く
せ

い
園
(

精

神
薄
弱

者
入
所
更

正
施
設
)

の
納

涼
大
会

8
月
1
日
㈲
午
後
石
時
3
0分

か
ら

会
場
も
く
せ
い
園
(
鎌

ヶ
谷
市
中
沢
一
三

一
-

匸

汰
模
擬
店
・
バ
ザ
ー
あ
り
ま
す

固
も
く
せ
い
園
昔
0
4
7
4
-

4
3
1
Q
り
Q
.
)
Q
J
1

番

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会7
月
2
8日
困
～
3
0日

窗
午
前

9
時
～
午
後
4
時
3
0分

会
場

市
役
所
一
階
本
館
新
館
連
絡
通

路

内
容
縫
製
・
陶
芸
・
木
彫
り

な
ど
約
九
百
点

茴
の
ぞ
み
学
園
登
6
8
-
1
6
5

5
番

お
知
ら
せ

平

和

図

書

コ

ー

ナ

ー

を

開

設
8
月
1
日
収
～
1
5日
㈲

会

場
図
書
館
本
館
二
階

閲
図
書
館
本
館
登
6
5
-
5
1
1

5
番

松

戸

ゆ

う

ゆ
う

会

託

老

所

(
ゆ

う

ゆ

う

広

場
)

の

場

所

が
変

わ

り

ま
し

た

場
所
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
ニ

階
(
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
-

三
、

松
戸
駅
徒
歩
十
分
)

時
間
午

前
9
時
3
0分
~
午
後
3
時
3
0分

費
用
千
円
(
当
日
手
作
り
の
昼

食
・
お
や
つ
付
き
)

※
軽
度
の
障
害
の
あ
る
人
も
ご

利
用
に
な
れ
ま
す
。
た
だ
し

送
迎
は
し
ま
せ
ん
。

固
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
松

戸
ゆ
う
ゆ
う
会
・
浅
野
容
6
2

-
3
9
8
9
番

運
動
公
園

駐
車
場

の
利

用

時
間

が
変
わ
り
ま

す

利
用
者
の
ご
要
望
に
お
こ
た

え
し
て
、
利
用
時
間
が
8
月
1

日
面
か
ら
、
午
前
8
時
3
0分
~

午
後
9
時
3
0分
に
な
り
ま
す
。

固
ス
ポ
ー
ツ
課
容
6
3
-
9
2
4

1
番

チ

ャ

リ

テ

ィ

映

画

会

7

月
3
1
日

出

会

場

市

民

会

館

内

容

①

長

編

ア

ニ

メ

「
グ
リ
ッ
ク
の
冒
険
」
(
午
前
1
0

時
・
正

午

・
午

後
2

時
)

②
「
遠

き

落
日

」
(
午

後
4

時

・
6

時
3
0

分
費
用
①
四
歳
以
上
六
百

円
(

当

日

八
百

円
)

②
中

学
生

以

上

千

円
(

当

日

千

二
百

円
)
、

小

学
生

八

百
円
(

当

日

の
み
)

茴

松

戸

手

を

つ

な

ぐ

親

の

会

(
福

祉

作

業

所
ひ

ま

わ

り

内
)

{一一
6
7
1
9
5
8
4

番

街

と

水

辺

の

花

づ

く

り

コ

ン

ク

ー

ル

出

品
方

法
市

内
の

住

宅
周

辺
・
学
校
・
公
園
・
公
共

施
設
・

事
務
所
等
民
間
施
設
・
道
路
な

ど
の
、
花
飾
り
や
花
壇
な

ど
全

体
の
状
況
が
わ
か
る

写
真
(
あ

れ

ば
作
業
風
景
や
管
理
状
況
の

写
真
、
コ
メ
ン
ト
や
エ
ピ
ソ

ー

ド
を
付
け

る
)

申
込
期
限
9

月
2
1日
㈹

寮
提
出
さ
れ
た
写
真
に
よ
り
審

査
し
ま
す
。
賞
も
多
数
用

意
。

匣
9

月
2
1日
㈹
ま
で
に

、
郵
便

で
〒
2
7
0
松
戸
市
千
駄
堀
二
六
九

パ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
聯
ま
つ
ど

街
と
水
辺
の
緑
化
基
金
事
務
局

(
昔
4
5
-
9
8
4
6
番
)
ヘ

ス

ズ

ム
シ

の

無

料

配

付

7
月
2
2
日
團

午

前
9

時
3
0

分
～
1
1
1
1

一
時
3
0分

会
場
松
戸
西

口
公
園
・
金
ヶ
作
公

園
駐
車
場
・

小
金
原
公
園

示

広
場
)
・
新
松

戸
中
央
公
園

汰
一
人
当
た
り
オ
ス
・
メ
ス
各

二
匹
を
先
着
順
に
配
布
。
虫

か
ご
(
ビ
ニ

ー
ル

袋
不
可
)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

。

閲
譛
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
登
4
5
-
9
8
4
6
番

テ

ー

ブ

ル

マ

ジ

ッ

ク

発

表

会
7
月
2
5日
収
午
後
1
時
～
3

時
3
0分

会
場
婦
人
会
館

費

用
三
百
円

内
容
ト
ラ
ン
プ
や

コ
イ
ン
な
ど
の
マ
ジ
ッ
ク

茴
松
戸

奇
術
会
・

岩
田
容
6
2
-

2
7
1
5
番

市
制
五
十
周
年
記
念
・
常
盤
平

ふ
れ
あ

い
広

場

7
月
2
5日
㈲
午
前
1
1時
～
午

後
8
時

内
容
左
表

費
用
第

四
部
の
み
会
費
五
百
円

醋
実
行
委
員
会
・
前
田
昔
8
8
-

9
3
6
7

番

＼ 時 間 会 場 内 容

第
一
部

午前11時

~午後5 時

常盤平支 所

周辺

子供みこし・健康相
談コーナー( 常盤平

中央病院)・バナナの

たたき売り ・スイカ

割り・ごみ減量コー

ナーなど

第
一
一部

午後1 時

~4 時

常盤平市民

センター

ばか面おどり(笑幸
連)・福祉のまちづく

り音頭の歌と踊り・

50周年クイズなど

第

--
一部

午後2 時

~4 時

太巻寿司の試食と講

習会・ふれあいコー

ナー・昔の写真展示・

ビデオ放映など

第
四
部

午後6 時

~8 時

音楽の夕べ( 松戸ス
イングセピ ア)・ダン

スなど

募
集
し
ま
す

ご
み

ツ

ア

ー

参

加

者

募

集

8
月
1
9日
困
午
前
9

時
～
午

後
2
時
3
0分

コ

ー
ス
市
役
所

～
日
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
~
資

源
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
~
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
(
昼
食
)
～
再

生
ガ
ラ
ス
エ
場
~

市
役
所

費

用
無
料
(
昼
食
付
き
)

対
象
市

内
在
住
者

定
員
先
着
二
十
人

圃
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市

根
本
三
八
七
-

五
松
戸
市
役
所

ご
み

を
減
ら
す
課
へ

親

子

・

個

人

市

政

見

学

会

参

加

者

募

集

親
子
市
政
見
学
会
8
月
1
1
1
1

日

困
・
1
8日
圉
、
午
前
9

時
市
役

所
集
合
、
午
後
O

時
3
0分

解
散

コ

ー
ス
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
~

消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
～

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

個
人
市
政
見
学
会
7
月
2
8日

剛
午
前
9

時
市
役
所
集
合
～
午

後
O
時
3
0分
解
散

コ

ー
ス

消

防
訓
練
セ
ン

タ
ー
～
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ
ー
～
戸
定
か
丘
歴
史
公

園圃
電
話
で
広
報
課
へ

保
健
衛
生

※タイトルが色刷りのものは、

市の主催です。

人口と世帯(7 月1日現在)

O 人口463,126 人(+98)

O 男235,734 人(+66)

O 女227,392 人(+32)

O 世帯171,064 世帯(+83)

ツ

ベ
ル

ク

リ

ン

反

応

検
査
・

B
C
G

予

防

接

種

ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
・

B
C
G

予
防
接
種
を
下

記
日
程

表
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

申
し
込
み
を
す
る
人
B
C
G

接

種
当
日
四
歳
未
満
で
、
B
C
G

を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
で
、

ツ

ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
・
B
C
G

の
問
診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
。

す
で

に
ツ

ベ
ル

ク
リ

ン
反

応
・
B
C
G

の
問
診
票

を
持
っ

て
い
る
人
は
、
そ
れ
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

毘
〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七
四
-

三
松
戸

市
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー

内
保
健
衛
生
課
ツ
反

、
B
C
G

係
(

登
6
6
-
7
4
8
3
番
)
へ

ハガキ申し込み要領

素直

で優

しい

私の

パー

トナ

ー
新婚さんこんに
ちは

古ヶ崎 小山雅之さん チェミさん

仕事の都合で半年間離れてしまったと

きに、相手の大切さと自分の本心を知り

ました。気軽に友達が遊びに来られる、

明るい家庭をつくっていきます。

ツベルクリン反応検査・BCG 日程表

会 場 名
ツベルク
リン反応

判 定

BCG

中 央 保 健 セ ン タ ー 8/11(水) 8/13c
松 飛 台 市 民 セ ン タ ー 7/27 ㈲ 7/29W

小 金 北 市 民 セ ン タ ー 7/21(水) 7/23廓

東 部 市 民 セ ン タ ー 7/27C火) 7/29困

馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー 8/4( 水) 8/6R
健 康 増 進 セ ン タ ー 8/91 月) 8/110O

明 市 民 セ ン タ ー 8/21 月) 8/4C 水)

古 ケ 畸 市 民 セ ン タ ー 8/3( 火) 8/5 困

稔 台 市 民 セ ン タ ー 8/10C火) 8/12困

小 金 原 市 民 セ ン タ ー 8/2C 月) 8/400
新 松 戸 市 民 セ ン タ ー 7/280O 7/30R

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー 8/10C火) 8/12休)

六 実 市 民 セ ン タ ー 別 館 7/280O 7/30廊

二十世紀が丘市民センター 8/3C 火) 8/5 困

時間

午
後
1
時
1
5分
～
2
時
3
0分

※他の市民センターはZ 月5 日号に掲載



リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲

り

ま

す

〔
家
具
〕
◆
ソ
フ
ァ
ー
二
千

円
◆
ス
チ

ー
ル
棚
千
円
◆
学

習
机
二
点
二
千
円
・
五
千
円

◆
カ
ラ

ー
ボ
ッ
ク
ス

無
料
◆

籐
い

す
無
料
◆
食
堂
用
四
人

掛
け
テ

ー
ブ
ル
・
い

す
七
千

円〔
電
気
製
品
〕
◆
レ
コ

ー
ド

プ
レ

ー
ヤ

ー
無
料
◆
ス
ピ
ー

カ
ー
三
千
円
◆
チ
ュ
ー
ナ
ー

二
千
円
◆
ス
ピ
ー
カ

ー
と
チ

ュ
ー
ナ

ー
千
円
◆
石
油
温
風

ヒ
ー
タ
ー
一
万

円
◆
食
器
洗

い
機
無
料
◆
電
気
な
べ
無
料

◆
電
気
保
温
ト
レ
イ
無
料
◆

電
話
機
三
千
円
◆

電
動
工

具

セ
ッ
ト
一
万
円
◆
1
6
?
カ
ラ

ー

テ
レ

ビ
四
千
円
◆
エ
ア
コ

ン
一

万
円

〔
子
供
用
品
〕
◆
子
供
用
滑

り
台
四
千
円
◆

乳
母
車
無
料

◆

ガ
ー
デ
ン

プ
ー
ル

無
料
◆

子

供
用
自
動
車
無
料
◆
ベ
ビ

ー
バ
ス
無
料
二
点
◆
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
無
料

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
三
千
円
◆
ピ

ア
ノ
無
料
◆
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト

五
千
円

〔
日
用
雑
貨
〕
◆
水
槽
二
千

円
◆
棚
板
(
コ

ン
ク
リ

ー
ト

製
)
無
料
◆
手
動
か
き
氷
器

無
料
◆
英
会
話
教
材
(

成
人

向
)
一
万
円
◆
英
検
五
級
カ

セ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
ハ

百
円

圃
7

月
2
5日

窗
〔
当
日
消
印

有
効
〕
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

希
望
品
名
(

品
物
に
つ
き
一

人

一
枚
)
・
価
格
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
(
昼
間
の
連

絡
先
)

を
記
入
し
て

〒
一
……
松

戸
市

根
本
三
八
七
-

五
松
戸

市
役
所
消
費
生
活
課
消
費
生

活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽

選
し
、
当
選

者
に
電
話
連

絡
し
ま
す
。
紹
介
後
は
自

主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は

、

7
月
2
4日
困
ま
で

に
、
電
話

で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

。

8
月
2
0日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

価
格
は
一
万
円
ま
で
で
、

衣
料
品

・
食
料
品
・
自
転
車

な
ど
は

扱
い
ま
せ
ん

。

固
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

写
真
の
エ
ア
コ
ン
は
一
万
円

で
す

音

楽

の

広

場
(

合

唱

講

座
)

7

月
2
7日

㈹
午

後
1

時
3
0

分
～
3

時
3
0分

会
場
市
民
劇

場

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七

百
円
(

初
回
の
み
)

閲
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
容

6
6
-
7
4冖
O
(‥/
【
】番

危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習

会
1
0月
1
4日
團
①
午
前
9

時
3
0

分
か
ら
=

給
油
取

扱
所
の
従
事

者
②
午

後
1
時
3
0分
か
ら
=

そ

の

他
の
人

会
場
柏
市
民
文
化

会
館
(
柏
駅
下
車
徒
歩
十
五
分
)

対
象
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
持

っ
て
い
る
人
で

、
危
険
物
取

扱

作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

費

用
講

習
手

数
料

四
千

七
百

円

千
葉
県
収
入
証
紙
を
申
請
書

に
張
り
付
け
)

毘
8
月
2

日
囲
～
6

日
金
に
手

数
料
・
印
鑑
・
危
険
物
取

扱
者

免
状
を
持
参
し
て

、
消
防
局
予

防
課
内
松
戸
市
危
険
物
安
全
協

会
(
登
6
3
1
1
1
1
1
番
)
へ

松

戸

オ

リ

エ

ン

ト

協

会

セ

ミ

ナ

ー

7
月
2
4日
出
午
後
5

時
3
0分

か
ら

会
場
松
戸
商
工

会
議
所

ホ

ー
ル

講

師
仏
教

大

学
教

授
・
杉
山
二
郎
氏

費
用
五
百
円

固
松
戸
オ
リ
エ
ン
ト
協
会
・
鈴

木
昔
6
2
-
3
7
1
6
番

詩

吟

講

習

会

7
月
2
6日
㈲
、
8
月
2

日
囲
、

午
後
6
時
～
8
時

会
場
明

市

民
セ
ン
タ
ー

費
用
無
料

定

員
三
十
人

内
容
初
心
者
向
き

の
漢
詩
の

解
説
と
吟
じ
方

圀
日
本
国
誠
流
国
神
会
松
戸
支

部
・
鈴
木
容
6
1
-
1
0
1
8
番

講
座
・
講
演

パークセンター(21世紀の森と広場内)の
催し物

行事名 日時 講師 対象 費用

こども手づ

くり教窒
「竹トンボ
を作ろう」

7/30R
午後1 時

~3 時

小暮八三氏
小5 以上
40人

無料

みどりの講
習会

「 草花の夏
バテ対策」

8/4 團

午後1 時

~3 時

元干葉大園芸

学部文部教官
渡辺 重吉郎
氏

どなたで
も40人

みどりの教
室「植物観
察のポイン
ト と名前の

調べ方」

‘8(日)
午前9時30分

~正午

常盤平中学校
長
佐久間俊行氏

小1 以上
40人

こども手づ
くり 教室
「草木で染

めよう」

19附
午後1 時

~5 時

伊藤道子氏
小3 以上
親子20組

1 人
150円

毘電話で パークセンターO45-8900 番へ

※先着順。 月曜日 を除く 。

千
葉
大

学
公
開
講
座

「
く
ら
し

と
エ
コ

ロ

ジ
ー
」

定
員
百
五
十
人

里
8

月
2

日
㈲
~
1
3日
窗
の
間

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
性

別
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・

職
業
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

市
松
戸
六
四
八
千
葉
大
学
園
芸

部
教
務
係
(

登
6
3
-
1
2
2
1

内

線
2
1
3
番
)
へ

日 時 内 容

9/11C土)
午後O 時30分

~4 時5〔)分

現代に楽園はあるか

緑地の気象

18(二t)

午後1 時

?

4 時10分

公園とアメニティ

都市の気候と緑

25(1二)

都市のくらしとブリ

ーンツーリ ズム

みどりの土地づくり

10/2圉

野外レクリエーショ

ンの楽し み方

みどりの土壌環境

9出
都市生活と壁面緑化

緑地の水管理

16(二t)
緑地の生活機能

身近な緑の守り方

23(土)
午後1 時

~4 時30分

緑地と視覚心理
エコロジーのある居

住環境

会
場
費用

干
葉
大
学
園
芸
学
部
E
棟
2
階

七
千
百
十
円

夏

休

み

陶

芸

一

日

教

室

8
月
2
日
㈲
ま
た
は
3
日
㈹

①
午
前
9
時
3
0分
か
ら

②
午
後

2
時
か
ら

会
揚

陶
松
(
上
本

郷
三
八
三
四
)

費
用
五
百
円

(
陶
土

、
焼
き
代
は

別
)

定

員

十
二
人

醋
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀

昔
6
8
-
7
7
2
6

番

夏

休

み

天

文

教

室

7
月
2
4日
出
午
後
5
時
~
8

時

会
場
市
民
会
館

対
象
小

学
校
高
学
年
以
上
(

中
学
生
以

下
は

保
護

者
同
伴
)

定
員
先

着
八

十
人

費
用
無
料

内
容

星
座
早
見
盤
の

製
作
、
夏
の
星

座
の
探
し
方

講
師
松
戸
天

文

同
好
会
会
長
・
小
林
昭
彦
氏

毘
7
月
2
2日
困

午
前
1
0時
か
ら
、

電
話
で
市
民
会
館
昔
6
8
-
1
2

3
7
番
へ

千

葉

県

要

約

筆

記

講

習

会

要
約
筆
記
と
は
、
耳
の
聞
こ

え
な
い
人
、
聞
こ
え
に
く
い
人

の
た
め
に
話
し

言
葉
を
筆
記
し

て

、
話
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と

で

す
。

日
時
8
月
2
0日
~
1
0
月
1
5日

の

毎
週
金
曜
日

午
後
6

時
3
0分

~
8
時
3
0分
と

、
1
0月
1
7日

㈲

午
後
1
時
~
5

時

会
場
婦
人

会
館

定
員
先
着
四
十
人

里

電
話
で
し
あ
わ
せ

課
へ

図

書

館

市

民

講

座

「
日

本

列
島
・
人
と
人
と
の
出
会

い

旅

」

8
月
6
日
廊
午
前
1
0時
~
正

午

会
場
市
民
劇
場
会
議
室

講
師
山
本
鉱
太
郎
氏
(

旅
行
作

家
)

定
員
先
着
六
十
人

費

用
無
料

晤
電
話
で
図
書
館
本
館

一`
6
5
-

[
D
1
1
[
D番
へ

夏

休

み

親

子

せ

せ

ら

ぎ

教

室
8
月
6
日
窗
午
前
8
時
3
0分

市
役
所
正
面
玄
関
前
集
合

示

雨
決
行
、
荒
天
中
止
)

内
容
水

上

バ
ス
遊
覧
・
江
戸
川
で

の
稚

魚
放
流

対
象
小
学
生
以
上
の

児
童
・
生
徒
と
親
、
先
着
四
十

人

持
ち
物
昼
食
・
水
着
な
ど

費
用
一
人
千
五
百
円
(

事
前
に

直
接
持
参
・
当
日
不
参
加
で
も

返
却
し
ま
せ
ん
)

申
込
期
限

7
月
2
8日
團

圃
午
前
9

時
～
午
後
4

時
の
間

に

、
電
話
で
江
戸
川
を
守
る
会

松
戸
支
部
事
務
局
(
公
害
課
内
)

へ親

子

木

工

教

室

8
月
2
2日
㈲
午
前
1
0時
～
午

後
2

時
(
9

時
3
0分
か
ら
受
け

付
け
・
小
雨
決
行
)

会
場
船
橋

県
民
の
森
(
管
理
事
務
所
集
合
)

定
員
三
十
組

費
用
五
百
円
(

作

っ
た
も
の
は
持
ち
帰
り
)

持
ち

物
昼
食
・
手
袋

圃
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
教
室
名
を
記
入
し
、

〒
2
7
4
船
橋
市
大
神
保
五
八
六
-

二
船
橋
県
民
の
森
管
理
事
務
所

(
容
0
4
7
4
-
5
7
-
4
0
q
)

4
番
)
へ

福

助

菊

作

り

、

植

え

込

み

講

習

会

8
月
1

日

㈲

午
後
1

時
~

4
時

会
場
市
民
会
館
会
議
室

費
用
無
料

醴
千

松
菊

花

会
・
飯

箸

昔
4
1

-
1
0
2
7

番

ス
ポ
ー
ツ

夏

季

市

民

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

大

会8
月
2
9
日

㈲

午

前
8

時
3
0
分

受
け

付

け

会
場

栗

ヶ

沢
公

園

庭
球

場

対

象
市

内

在

住
・

在

勤

・
在

ク

ラ

ブ
の

社

会

人

種

目
一

般
・
成
年
・
壮

年
男

女
(

新

ル

ー
ル

に

よ

る
)

費

用

一
チ

ー
ム

二

千

円

匣
8

月
1
3
日

窗

ま
で

に

、

所
定

の

用

紙
で

ソ

フ

ト

テ
ニ

ス

連

盟

・
小

倉
(
f
t
4
5
-
0
8
9
9

番
)

へ初

心

者

ゲ

ー

ト

ボ

ー

ル

教

室
7

月
2
9
日

團

～
8

月
1

日

㈲

(
全

四

回
)
、
午

前
9

時
～

正

午

会

場
中

央

ゲ

ー
ト

ボ

ー
ル

場

費

用
無

料

圉

当
日

会

場
で

茴

松

戸

市

ゲ

ー

ト

ボ

ー
ル

協

会

・
池

田

昔
4
1
1
0
2
5
0

番

健

康

体

操

夏

期

講

習

会

8
月
3

日

関

・
5

日
困

・
7

日

出

・
1
0
日

収

・
1
9
日
團

・
2
1

日

出

・
2
4
日

㈹

・
2
6
日
團

、
午

前
9
時
3
0
分
～
1
1
時
(
全
八
回
)

会

場

運
動

公

園

小

体

育
室

定

員

百
人

費
用

二

千
円

※

ス

ポ

ー
ツ

傷

害

保

険
に

加

入

の

う
え

ご
参

加

く

だ
さ

い

。

圃
8

月
3

日

㈹

会

場
で

茴

松

戸

市

健
康

体

操

連

盟

・
滝

田
{
一一
6
2
-
2
6
8
3

番

オ

ー

バ

ー

フ

ォ

テ

ィ

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

9

月
5

日

収

午

前
9

時

か

ら

会

場
小

金
原

体
育

館

対

象
四

十

歳
以

上

の

人

費

用
六

百

円

汰

弁
当

持

参

圃
7
月
3
1
日
出
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に

住
所

・

氏

名

・
年

齢

・

電

話
番

号

を

記
入

し

て

〒
2
7
1松
戸

市
馬

橋
三
三

四
六

苅

部
徳

子
(
一`

4
1
1
5
4
7
8

番
)

へ

ハ
ゼ
釣
り
大
会

7
月
2
5日
㈲

集
合
場
所
・

時
間
J
R

松
戸
駅
・
新
松
戸
駅
・

新
八
柱
駅
、
い
ず
れ
も
午
前
5

時
3
0分

会
場
江
戸
川
放
水
路

費
用
一
般
五
百
円
、
小
中
学
生

三
百
円
(
エ
サ
代
・
交

通
費
な

ど
は
各
自
負
担
)

競
技
一
般

は
総
重
量
、
小
中
学
生
は
総
尾

数
、
賞
品
多
数

汰
し
か
け
講
習
会
は
7

月
%
一
日

出
午
後
4
時
か
ら
婦
人
会
館
で

固
松
戸
釣
り
ク
ラ

ブ
・
井
上
容

6
5
1
8
2
6
0
番

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会
7
月
2
4
日
出

午
後
1

時
3
0

分
~
3

時
3
0分

会
場
青
少
年

会
館
樋
野
口
分
館

対
象
高
校

生
以
上
の
男
女
(
三
十
歳
未
満

優
先
)

定
員
先
着
二
十
人

費
用
無
料

持
ち
物
運
動
着
・

上
履
き

※
講
習
会
終
了

後
、
修
了

証
を

発
行
し

ま
す
。

圃
電
話
で

青
少
年
会
館
本
館
容

4
4
-
8
5
5
6
番
へ

市
制

五
十
周
年
記
念

・

松

戸

市

民

ゴ

ル

フ
競

技

大

会

期
日
①
女
子
の
部
8
月
2
日

㈲
②
男
子
の
部
8

月
1
0日
㈹

会
場
藤
代
ゴ
ル
フ

倶
楽
部

対

象
市
内
在
住
の
人
(
在
勤
者
・
学

生
を
除
く
)

定
員
先
着
①
百

人

②
二
百
二
十
人

費
用
①
二

万
八
千
円
②
三
万
一
千
円

圃
7

月
2
4日
出
午
前
1
0時
か
ら
、

指
定
用
紙
に

費
用
を
添
え
て
松

戸
市
体
育
協
会
事
務
局
(

運
動

公

園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
内
)
へ

※

グ
ル

ー
プ
で
の
申
し
込
み
は

一
組
ま
で
と
し
ま
す
。

醴
松
戸
市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ

協
会
・
小
林
音
6
5
-
4
8
3
8

番イ

ン

デ

ィ

ア

カ

教

室

7
月
2
0日

㈹
・
%一
日
出
・
2
7日

㈹
・
3
1日
出
、
8
月
3
日
㈹
・
7

日
出
、
午
後
7
時
3
0分
～
9

時

会
場
和
名
ヶ
谷
小
体
育
館

対
象
市
内
在
住
の
人
・
三
十
人

圃
電
話
で

体
育
指
導
委
員
・
渡

部
容
9
1
-
1
5
4
7
番
へ

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………O66-0010 番
平日・午後5 時~翌朝午前9 時
休日と土曜日・午前9 時~翌朝午前9 時

◆夜間急病診療所…………………fi68-3756 番
衛生会館内・毎日午後8 時~11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番

衛生会館内・午後8 時~11時

簿

記

教

室

会
場
松
戸
商
工
会
館

持
ち

物
筆
記
用
具
、
そ
ろ
ぱ
ん
ま
た

は
電
卓

匣

参
加
費
を
持
っ
て
、
直
接

松
戸
商
工
会
議
所
(
0
6
4
-
3

1
1
1
番
)
へ

初級( 日商簿記検定3 級程度)

期 日 時間 費 用 定員

昼コース 9/3R

~11/12R の間
の火曜日と金曜
日( 全20回)

※10/1 廁は休
講です

午前9 時

30分~11
時30分

参加費

20,000円

(会員10.000)

※テキスト

代を含む

各
40人

夜コース 午後6 時

~8 時

中級( 日商簿記検定2 級程度)

期 日 時間 費用 定員

夜コース

9/3R

~11/12R の間
の火曜日と金曜
日( 全20回)

※10/1R は休
講です

午後6 時

~8 時

参加費
25,000円

(会員15.000円)

寒テキスト
代を含む

40人



ゴイサギ

灰白色の身体・黒っぽい頭と

背・白く長い冠羽・黄色の足

全長57cm

翼開長108cm

見られる場所 江戸川

真つ白で首が長いコサギに比べ、ずんぐり

とした体形で見栄えはしません。ふだんは夜

行性ですが、繁殖期の今ごろは昼間でも水辺

で見掛けることがあります。

夕方、「グワツ、グワツ」と鳴きながらえさ

場へ向かうので、ヨガラスの別名があります。

若鳥は全身が褐色で白点があり、ホシゴイと

も呼ばれています。

秋から冬にかけて、芦原などで集団で休ん

でいるのをよく見掛けます。

松戸
の
野鳥

ストレス解消に ヤァッ！

な
ぎ
な
た
日

本
一

=
面
目
の
挑
戦
で
日
本
一
に
な
っ
た
藤
本
さ
ん

中央の野口理事長と藤本さん( 左)、星野さん( 右)

松戸新田に住む藤本浩美さんは、6月16日、

日本武道館で開かれた第15回高齢者武道大会

のなぎなたA 組(50 歳以上で2 段以上) で優

勝しました。

藤本さんの所属する松戸市なぎなた連盟

(野口久美子理事長)では、昨年の大会の日組

(初段以下)で優勝した星野愛子さんを含む約

90人が、「和と努力」をモット ーに練習に励ん

でいます。美容と健康、そしてストレス解消

にも効果は大きいとが。

背筋をピンと張って、大きな掛け声を出し

ている皆さんは、りりしくとても魅力的。藤

本さんの「礼に始まり礼で終わる″なぎなた

は、今の時代に新鮮でしよ」という言葉が耳

に残りました。

保育園児が竜神太鼓に挑戦

ドンドコドコドコ どん！
子供たちの健やかな成長を願う竜神太鼓

が、7月3 日・4日に浅間神社の大祭礼で、松

戸南保育園の園児たちにより披露されました。

この催しは、小山太鼓クラブの協力で行

われたもので、今年で2回目。ハッピ姿に身

を包んだ子供たちが、「ドンドコドンドコ」と

かわいい掛け声とともに太鼓を打つ様子に、

観客から温かい拍手が送られていました。

松戸南保育園では、情操教育の一環として

5年前から太鼓を取り入れ、子供たちにも好

評とか。自ら太鼓を打つ倉田園長は、「これか

らも日本の伝統を子供たちに伝えていきた

い」と話していました。

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

あなたの撮った写真(街の話

題・身近な出来事など)をお寄せ

ください。採用の方には記念

品を差し上げます。

嶌広報課
たくさんの観客の前ですこし緊張気味?

行ってみよ

う

施設
案内

も
う
七
年
く
ら
い
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
体
調
や
体
力
に
合
わ
せ

て
、
健
康
づ
く
り
の
方
法
を
親
切
に
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
の
が
い
い
で
す
ね
。岩瀬 高松 茂さん

健康増進センターは、市民の健康づくりの

場として利用されています。

生活習慣のひずみからおこる成人病を予防

するため、健康増進指導コース( 予 約制…電

話またば直接) を 受けた人の、食生活の状態

や健康の度合い、体力を調べ、体に合った

健康づくりの方法を 見つけ指導しています。

●利用時間 午前9 時~午後5 時

●休 館 日 第3 水曜日、祝日、年末年始

●利用料金 健康増進コース( 市内在住・在勤の

20歳以上の人)初回時3,090 円、(3ヵ月以内の基本

健康診査結果持参者は1,030円)、2回目以降1,030

円、 コース終了者のトレーニングは309 円。

●交 通 常磐線松戸駅西口③番バス乗り場か

ら、京成バス「市川駅」行きで浅間台下車

●問い合わせ 健康増進センター065-5588 番

健康増進センター


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7

